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１．はじめに 

砂防事業における土石流対策は、砂防堰堤による

対策が基本となるが、砂防堰堤により道路の付替え

が生じることも多い。 

本稿では広島県西部建設事務所より受注した業務

で、砂防事業を進める中で必要となった付替え市道

を保全するため、土石流の流向制御を目的とした擁

壁設計について紹介する。 

２．対象渓流の特徴 

 対象渓流は令和 3 年 8 月の豪雨により土石流が発

生した渓流であり、整備率 100%とすべく 3 基の砂防

堰堤が計画されている。砂防堰堤計画地の上流域に

ある登山者等が利用する市道で、計画堰堤により付

替えの必要が生じた。 

付替え市道の一部が支渓の湾曲部において近接す

る上に、市道の路面高より渓床が高い位置となるこ

とから、支渓から道路への土砂流出が想定された。 

支渓は令和 3 年 8 月に土砂流出により荒廃してい

ることも考慮し、市道への土石流流出防止の対策と

して、土石流の流向制御を目的とした擁壁設計を行

った。 

図 1 に対象渓流平面図、図 2 に横断図、写真 1に

対象支渓と付替え市道イメージを示す。 

 

図 1 対象渓流平面図 

 

図 2 対策前断面図(No.12) 

写真 1 対象支渓と付替市道イメージ 

３．流向制御擁壁の設計 

 設計フローを図 3 に示す。流出土砂量、土石流ピ

ーク流量、土石流水深を求め、擁壁高さを決定し、

安定計算を行った。 

対象箇所上流の流出土砂量は 887m3 であったが、

計画基準点上流における計画のため、流出土砂量の

下限値 1)1,000m3は適用せず、流出土砂量 887m3とし

てその後の検討を行った。土石流ピーク流量から求

められる土石流水深に加え、外湾部の水位上昇 2)を

考慮した擁壁の高さと余裕高を見込み、擁壁の地上

高は 2m として、流木の浮遊による擁壁の越流を防止

する計画とした。根入れ 1m と合わせて、擁壁高さは

3mとした。天端幅は護岸工の天端幅0.5mを準用し、

土石流のせり上がりが生じにくいよう渓流側を直と

し、道路側に勾配をつけ、安定計算によって求めら

れる勾配とした。 

安定計算の方法は、砂防堰堤の非越流部の安定計

算を準用し、設計対象の特性を考慮して実施した。 
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砂防堰堤の非越流部の安定計算では、水通し高さ

までの堆砂を前提として、水通しより上部に土石流

が衝突することを想定する。設計対象の擁壁の目的

は土砂の捕捉でなく流向制御であり、土砂は擁壁背

後に堆積せず流下するため、安定計算上、根入れを

本堤、地上部を袖部と見立てて、地上部に土石流が

衝突するとして安定計算を実施した(図 4)。対策計

画後の断面図を図 5に示す。 

 

図 3 設計フロー 

 

図 4 安定計算モデル 

 

図 5 対策後断面図(No.12) 

 

写真 2 完成写真（擁壁背面） 

 

写真 3 完成写真（擁壁前面） 

４．おわりに 

 土石流対策として、事例の少ないと思われる流向

制御擁壁の対策事例を紹介した。擁壁背面には現地

発生材を活用した洗堀防止対策を施した。対策工の

施工完了により、市道の安全性が高まったと考える。 

土石流対策にあたり、様々な方法により地域の安

全性向上に貢献したい。 
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